
健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

健診
結果
説明会

日　程 受付時間 場　所
７月２８日（月）

　９：００～
１１：３０

三尾（三尾区民センター）

７月２９日（火） 木津（木津ふれあいセンター）

７月３０日（水） 小川（役場３階小会議室）

７７
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き
　
７
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
３
階
小
会
議
室

対
　
象

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内
　
容
　
育
児
相
談
な
ど

申
込
み

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、７
月
14
日（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は

秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。
仕
事
や
人
間
関

係
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
７
月
19
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
３
階
小
会
議
室

申
込
み

　
ご
希
望
の
方
は
、
７
月
17
日
（
木
）
ま

で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５

名
ま
で
】

集
合
健
診
結
果
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

下
記
日
程
で
、
集
合
健
診
の
結
果
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。
健
診
結
果
に
つ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
時
期
に
収
穫
さ

れ
る
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
等
の
夏
野
菜

に
は
、
体
内
に
こ
も
っ
た
熱
を
逃
す
作

用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ク
ラ
や
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ
、
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
等
の
粘
り

気
の
あ
る
野
菜
は
、
食
欲
を
増
進
し
て

腸
内
環
境
も
整
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
う

め
ん
の
上
に
刻
ん
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た

り
味
噌
汁
の
具
と
し
て
加
え
た
り
と
、

毎
日
の
食
事
の
中
に
上
手
に
取
り
入
れ

て
、暑
い
夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

　

参
考
：
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

高
血
圧
予
防

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

夏
野
菜
に
は
、
体
に
溜
ま
っ
た
塩
分

を
排
出
す
る
「
カ
リ
ウ
ム
」
と
い
う
成
分

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
高
血
圧
予
防

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ト
マ
ト

や
な
す
、
万
願
寺
唐
辛
子
、
枝
豆
等
は

カ
リ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、
血

圧
が
気
に
な
る
方
に
お
勧
め
で
す
。
カ

リ
ウ
ム
は
水
に
溶
け
や
す
い
性
質
が
あ

る
た
め
、
煮
た
り
ゆ
で
た
り
す
る
こ
と

で
水
に
溶
け
だ
し
ま
す
。生
野
菜
で
摂
っ

た
り
、
水
に
さ
ら
す
時
間
を
短
時
間
に

し
た
り
、
汁
ご
と
い
た
だ
く
こ
と
で
効

率
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
よ
く
見
か
け
る
薬

草
、
ド
ク
ダ
ミ
を
乾
燥
さ
せ
た
お
茶
に

も
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

※�
腎
臓
を
患
っ
て
い
る
人
は
、
カ
リ
ウ

ム
の
制
限
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

参
考
：�

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

熊
本
大
学
薬
学
部
薬
用
植
物

園　

薬
草
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

熱
中
症
に
気
を
付
け
よ
う

　

梅
雨
が
明
け
て
蒸
し
暑
い
日
が
続
く

７
月
は
、
熱
中
症
の
発
生
件
数
が
増
加

す
る
時
期
で
す
。

　

次
の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
熱
中
症

の
疑
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
エ
ア
コ
ン

が
効
い
て
い
る
室
内
や
風
通
し
の
よ
い

日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣

服
を
ゆ
る
め
て
身
体
（
首
の
周
り
、
脇

の
下
、
足
の
付
け
根
な
ど
）
を
冷
や
し

ま
し
ょ
う
。
自
分
で
水
分
を
摂
取
で
き

る
状
態
で
あ
れ
ば
、
水
分
、
塩
分
、
経

口
補
水
液
な
ど
を
補
給
し
て
様
子
を
見

ま
す
が
、
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
に

は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
分
で
水
分
を
摂
取
で
き
な
い
人
、

意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
人
を
見
か
け

た
場
合
に
は
、
躊
躇
せ
ず
救
急
要
請
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

（
熱
中
症
の
主
な
症
状
）

軽
症

　

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
生
あ
く
び
、

筋
肉
痛
、
大
量
の
発
汗

中
等
症

　

頭
痛
、
嘔
吐
、
倦
怠
感
、
虚
脱
感

重
症

　

意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
、
高
体
温
、

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
応
答
が
お
か

し
い

　

本
村
で
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
が
指

定
暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
熱
中

症
予
防
の
た
め
に
、
炎
天
下
で
の
作
業

や
運
動
は
控
え
、
屋
内
で
も
普
段
か
ら

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
で
室
温
を
調
節
し
、

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
な
水
分

補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

参
考
：�

環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ

ト

い
て
ご
質
問
等
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
完
全
予

約
制
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は

必
ず
事
前
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
　
象

　
令
和
７
年
度
の
集

合
健
診
受
診
者

料
　
金
　
無
料

持
ち
物

　

令
和
７
年
度
の
集

合
健
診
結
果
用
紙

申
し
込
み

　

７
月
１
日
（
火
）
よ

り
申
込
受
付

※�

予
約
時
に
、
ご
希

望
の
会
場
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

夏
野
菜
で
夏
バ
テ
を
予
防
し
よ
う

　

い
よ
い
よ
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
疲
れ
が
抜
け
に
く
か
っ
た
り
、
食

欲
が
わ
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
と
い
っ
た
病
気
は

な
い
の
に
、
体
の
不
調
が
続
い
て
し
ま

う
、
そ
ん
な
あ
な
た
は
暑
さ
に
体
が
適

応
で
き
ず
「
夏
バ
テ
」
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

夏
バ
テ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
①

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
②
こ
ま
め
な

水
分
補
給
③
体
を
冷
や
し
す
ぎ
な
い
こ
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暖
か
く
な
り
野
山
に
出
か
け
る
機

会
が
増
え
て
く
る
と
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
マ
ダ
ニ
で

す
。
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
肉
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
し
て
、
シ
ョ
ッ
ク
と
な

る
こ
と
が
あ
り
、
最
近
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
と
マ

ダ
ニ
の
唾
液
に
含
ま
れ
る
α
―
ｇ
ａ

ｌ
（
ア
ル
フ
ァ
ガ
ル
）
に
対
す
る
抗

体
が
作
ら
れ
、
こ
れ
が
肉
に
含
ま
れ

る
α
―
ｇ
ａ
ｌ
と
反
応
し
て
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
す
た
め
で
、

α
―
ｇ
ａ
ｌ
症
候
群
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
正
し
く
診
断
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
お
肉
を
食
べ
て
も
大
丈

夫
だ
っ
た
人
が
突
然
ア
レ
ル
ギ
ー
を

生
じ
る
た
め
、
最
初
は
何
が
原
因
か

わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
で
す
。
牛

肉
や
豚
肉
な
ど
哺
乳
類
の
肉
で
起
こ

り
ま
す
が
、
鶏
肉
は
大
丈
夫
で
す
。

原
因
が
分
か
れ
ば
乳
製
品
や
ゼ
ラ
チ

ン
が
含
ま
れ
て
い
る
お
菓
子
や
薬
の

カ
プ
セ
ル
も
避
け
ま
す
。
さ
ら
に
は

カ
レ
イ
の
卵
に
も
α
―
ｇ
ａ
ｌ
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
子
持

ち
カ
レ
イ
の
煮
つ
け
を
食
べ
た
あ
と

に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が

起
こ
っ
た
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
食
べ
て

か
ら
数
十
分
後
に
発
症
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
α
―
ｇ
ａ
ｌ 

症

候
群
は
２
時
間
以
上
経
過
し
て
か
ら

出
現
す
る
た
め
、
夕
食
後
の
就
寝
中

に
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。
症
状
は
じ

ん
ま
疹
や
息
苦
し
さ
、
嘔
気
な
ど
で

す
。
血
圧
低
下
や
呼
吸
困
難
な
ど
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
疑
わ
せ
る
症
状

が
あ
る
と
き
は
、
即
座
の
エ
ピ
ネ
フ

リ
ン
注
射
が
必
要
に
な
る
た
め
一
刻

も
早
く
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

血
液
型
が
Ｂ
型
ま
た
は
Ａ
Ｂ
型
に
は

起
こ
り
に
く
く
、
主
に
Ａ
型
と
Ｏ
型

に
発
症
し
ま
す
。
マ
ダ
ニ
抗
体
の
検

査
は
一
部
の
施
設
で
し
か
で
き
ず
、

保
険
適
応
で
な
い
た
め
、
診
断
は
臨

床
症
状
か
ら
推
測
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
の
が
一

回
だ
け
な
ら
抗
体
は
減
弱
し
て
い
き

ま
す
が
、
複
数
回
の
咬
傷
で
増
強
さ

れ
ま
す
。
食
肉
を
さ
け
て
数
年
マ
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、

だ
ん
だ
ん
と
お
肉
が
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

奈
良
県
医
師
会

　

日
本
は
世
界
有
数
の
長
寿
国
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
均
寿
命

と
健
康
寿
命
の
違
い
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
平
均
寿
命
と
は
、
生
ま

れ
て
か
ら
何
歳
ま
で
生
き
る
か
の
平

均
年
数
を
指
し
ま
す
。
一
方
、
健
康

寿
命
は
、
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生

活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で

き
る
期
間
を
意
味
し
ま
す
。 

　

最
新
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
男
性
81
・
５
歳
、

女
性
86
・
９
歳
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、

健
康
寿
命
は
男
性
72
・
６
歳
、
女
性

75
・
５
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

は
、
男
性
で
約
８
・
９
年
、
女
性
で

約
11
・
４
年
あ
り
、
こ
の
期
間
は
何

ら
か
の
健
康
上
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
で
き
る

こ
と

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
生
活
の
質

を
高
め
る
た
め
に
は
、
以
下
の
取
り

組
み
が
効
果
的
で
す
。

❶
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

　

野
菜
や
果
物
、
魚
、
適
度
な
タ
ン

パ
ク
質
を
摂
取
し
、
塩
分
や
糖
分
を

控
え
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

❷
定
期
的
な
運
動

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
い
体
操
な
ど
、

日
常
的
に
体
を
動
か
す
習
慣
を
持
つ

こ
と
で
、
筋
力
の
維
持
や
心
肺
機
能

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

❸
禁
煙
と
適
度
な
飲
酒

　

喫
煙
は
多
く
の
疾
患
の
リ
ス
ク
を

高
め
ま
す
。
禁
煙
を
心
掛
け
、
飲
酒

も
適
度
な
量
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

❹
定
期
的
な
健
康
診
断

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、

定
期
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

❺
社
会
的
交
流
の
維
持

　

趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
心

の
健
康
を
保
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
立
し

た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
　

健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
　  

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
肉
ア
レ
ル
ギ
ー

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
肉
ア
レ
ル
ギ
ー
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お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

精神科に関する
健康相談

７月１４日（月）
午前９時～１０時

予約必要
※受付締切７月７日（月）

奈良県医師会
　精神々経科部会

目の健康相談
７月８日（火）

午後２時～３時
予約必要 奈良県眼科医会

内科疾患に関する
健康相談

７月２３日（水）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切７月２２日（火）

奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和7年7月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の令和７年７月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
高齢者虐待に気が付いたら・・・
　高齢者虐待は、虐待をしている人にもされている人にも自覚

がない場合があります。

　「高齢者虐待かも？」と気になったり、気付いたり、心配になっ

たりしたときには、住民福祉課や地域包括支援センターへご相

談ください。

　なお、守秘義務が課せられているため、連絡をした方の秘密は守られます。

　その連絡が、高齢者や介護者を救うことになります。

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい

○介護制度に関すること　等々

（秘密は厳守いたします）

　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。

　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。

　　

☆障がい者介護相談のご案内
　障がいのある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々

の相談をお受けするため、東吉野村役場にて専門相談員による窓口を開設しています。

　例えば、

　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』

　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』

　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。

　　日　時　７月１６日（水）１３時～１６時　　場　所　役場３階会議室１

　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。

※ 足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記

連絡先にお知らせしていただければ訪問させていただきます。

※ 相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。

　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。

　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和７年７月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
すべての人が尊厳を持って暮らせる社会を作るために

～高齢者虐待について考えましょう～

高齢者虐待とは
　「高齢者（６５歳以上の人）」 に対する 「養護者」 又は 

　「養介護施設従事者等」による虐待行為を「高齢者虐待」

といいます。

　高齢者虐待には様々な行為があり、以下の５種類に分類されています。

身体的虐待
高齢者の身体に外傷が生じ、または生じるおそれのある暴力を

加えること。

介護・世話の放棄・

放任（ネグレクト）

高齢者を衰弱させるような目立つ減食、長期間の放置、介護や

世話を放棄すること。

心理的虐待
高齢者に対する著しい暴言や威圧的態度、無視などによって精

神的・情緒的苦痛を与えること。

性的虐待
高齢者にわいせつな行為をすること、または高齢者にわいせつ

な行為をさせること。

経済的虐待
高齢者の財産を不当に処分すること、または高齢者から不当に

財産上の利益を得ること。

介護をしている方へ
　介護は、心身ともに大きな負担となりえます。一人で悩まず、まず相談しましょう。

　・周囲の協力を得る：一人で頑張りすぎず、家族や周りの協力を仰ぎましょう。

　・ 専門機関に相談する：主治医やケアマネジャー、地域包括支援センターに相談しましょ

う。

　・ いろいろなサービスを利用する：サービスを上手に利用して介護負担を軽減させま

しょう。

　・ 仲間をつくり、情報交換する：介護の継続には、上手な介護の方法を知ることや仲

間を持つことが重要です。介護者家族会等に参加してみましょう。

広 報 ひ がしよし の令和７年７月１日
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き　×　着物の着付け　×　実践編
　５月１２日、１９日、２６日に大和美流着物学院講師の中尾吉佐子先生をお招きして、着物

の着付け講習会を開催しました。

本来は、着付けの初級編は１０回コースのところ、凝縮して３回コースにしていただきました。

　午前は後ろ結び、午後は前結びに分けて、初心者の方から昔に習った記憶がある人を含めて、

たくさんの方が参加してくれました。

　１日目は、道具の並べ方から肌着、長襦袢、着物を着るまで

　２日目は、袋帯のたたみ方から結び方まで

　３日目は、名古屋帯のたたみ方から結び方まで

　着物を着るだけではなく、着物のいろはから、綺麗に着こなす着方、着物を着る心構えなど、

たくさんのことを教えていただき、奥深さを知ると同時に難しさや魅力を感じる時間となりま

した。

　中尾先生は、着物を着こなすには普段からよく着ることが大事で、着る機会を作っているイ

ベントをしているのは東吉野村だけだとおっしゃってくれました。

　７月３１日（木）に中尾先生にお願いして、浴衣教室を開催します。（詳細は折り込みチラシ）

広 報 ひ がしよし の 令和７年７月１日
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　食中毒は、細菌やウイルスが付いた食べ物や、有害・有毒な成分を含む食べ物を食べ
て、腹痛や下痢、吐き気、発熱などの症状が起こることです。１年のうちでも気温や湿
度が高くなる６～９月ごろは、細菌による食中毒の発生が多くなる時期で、特に、作っ
てから食べるまでに時間があくお弁当は、より一層、衛生面で注意が必要です。以下の
ポイントに気をつけるとともに、食べる前には必ず手を洗いましょう。

手をきれいに洗う

汁気や水分を
よく切る

冷蔵庫や涼しいところ
に保管して、
早めに食べる

肉以外の食材は
よく洗う

仕切りやカップを
利用する

作り置きのおかずも
再加熱する

なるべくすき間なく
詰める

おかずは中心部まで
しっかり加熱する

ごはん、おかずは
冷ましてから詰める

持ち歩く
ときは、保冷剤・
保冷バッグを
利用する

　毎年７月７日は、五節句の一つ「七夕」です。中国から伝
わった「織姫と彦星」の伝説や、日本の「棚

たな

機
ばた

つ女
め

」の伝説
がもとになった行事で、機

はた

織
お

りの糸や、夜空に浮かぶ天の
川に見立てて「そうめん」を食べる風習があります。暑さで
食欲がわきにくいこの時期に、のどごしよく食べやすいそ
うめんは、ぴったりの行事食です。季節の野菜や卵、ハム
などと合わせると彩りがよくなり、栄養バランスも整います。

古代中国では、七夕に無病息災を願って「索
さく

餅
べい

」というお菓子をお
供えし、食べる風習がありました。索餅は、小麦粉などで作った
生地を縄のようにねじったもので、そうめんの原型とされています。

さくべい

広 報 ひ がしよし の 令和７年７月１日
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　令和７年５月２６日に施行された戸籍法の改正により、戸籍に氏名の振り仮名が記載されるようにな
ります。

戸籍に記載される予定の振り仮名の通知
　本籍地市区町村から、令和７年５月２６日の時点での住民票において便宜上保有している情報等を参
考に、住民票上の住所宛てに、戸籍に記載される予定の氏名の振り仮名が原則として戸籍の筆頭者宛て
に通知されます。
　東吉野村に本籍がある方については７月下旬に通知書の発送を予定しております。

〇通知された振り仮名が正しい場合
　届出は不要です。届出をしなくても、令和８年５月２６日以降に、通知に記載された振り仮名が戸
籍に記載されます。

〇通知された振り仮名が誤っている場合
　令和８年５月２５日までに正しい振り仮名の届出をすることが必要です。
　特に、「ャ・ュ・ョ・ッ」などの小文字が大文字になっている可能性がありますのでご注意ください。
※届出に手数料はかかりません。詐欺にご注意ください。

市区町村長による氏名の振り仮名の記載
　氏名の振り仮名の届出がなかった場合、令和８年５月２６日以降に、当初の通知に記載された振り仮
名が本籍地の市区町村長により戸籍に記載されます。
　この場合、一度に限り家庭裁判所の許可を得ずに変更の届出ができます。（すでに市区町村に届出を
した後に振り仮名を変更するには、家庭裁判所の許可を得て、届出をする必要があります）

届出の方法について
　氏名の振り仮名の届出は、マイナポータルを利用してオンラインで行うことができます。その他、市
区町村窓口での届出や郵送による届出も可能です。

届出のできる方
　氏名の振り仮名の届出については、氏の振り仮名の届出と名の振り仮名の届出を行う必要があり、そ
れぞれ届出をすることができる方が異なります。

〇氏の振り仮名の届出
　原則として戸籍の筆頭者が届け出ることになります。
　筆頭者が除籍されている場合は、その配偶者、その配偶者も除籍されている場合は、その子が届出
人となります。

〇名の振り仮名の届出
　本人が届け出ることができます。
　未成年者の場合は、親権者等の法定代理人が届出人となります。

届出に必要なもの
　届書や本人確認書類に加え、氏名の読み方として一般に認められているものでない読み方を用いてい
る場合は、読み方が通用していることを証する書面として、その読み方が使われていることを示す資料

（パスポート、預貯金通帳、健康保険証、資格確認書等）を併せてご提出いただくことになります。

お問い合わせ先　〒６３３－２４９２　奈良県吉野郡東吉野村大字小川９９番地
　　　　　　　　東吉野村役場　住民福祉課
　　　　　　　　電　話　０７４６－４２－０４４１
　　　　　　　　ＦＡＸ　０７４６－４２－０４４６
　　　　　　　　E-Mail　juuminhukushi@vill.higashiyoshino.lg.jp

戸籍に氏名の振り仮名が記載されます戸籍に氏名の振り仮名が記載されます
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